
　従前より、BIM（Building Information Modeling）を導入することによって、建築設計と運用を含む建築

生産プロセスを変革する期待が高まっている。特に、ITの浸透により進む社会のデジタル・トランスフォメー

ションにおいて、建物の情報のみならず、建築生産に必要な当事者間調整情報（発注者情報・設計情報・生産

情報・運用情報）を統合的にマネジメントしていくプロセスに変革していく期待は高い。

　2015年度より、本研究会ではBIMを用いた建築の設計・生産プロセスにおける価値創造において、如何な

る課題があるのかを特定することを目的に実例の共有と議論を重ねてきた。その中で、建築プロジェクトの企

画段階や竣工後の運用段階などにおいて、BIMの利用が発注者や運営者、利用者に対する潜在的な利点が多い

事が明らかになった。2019年度には実際の大学建物のモデリングやデータ連携のプロトタイピングを通して

BIMの持つ情報がどのような価値を生み出すかを議論した。また、測量情報や画像情報なども適材適所に利用

することで、効率的な記述が可能になる事も確認した。一方で、こうしたプロトタイピングを通し、ステーク

ホルダーごとに建築情報の捉え方が多様であり、BIM以前に、BI（Building Information）に対するプロトコ

ルが明示されていない点が社会的な課題であるとの認識が深まった。

　2020年度の本研究会はこうした視点にもとづき、「使う BI」についての議論と検討を深める。①参加企業・

団体・大学からの話題共有（それぞれの立場や事例にも基づく「建築情報」の捉え方と使い方について）及び

②BIM モデルのプロトタイピングを通して、建築情報の多面的な利用による価値創造の可能性と課題をより深

堀していきたいと考えている。
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主旨

参　加　費：賛助員の場合　：  ５万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）

　　　　　　 非賛助員の場合：15万円

定　　　 員：35名程度

運 営 方 法：月に１回の開催で、年間10回の開催を予定
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